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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・2/4(木)17:15～看護グループ内研修　テーマ｢地域との連携｣　場所：病院2階会議室

・2/5(金)赤石陽介様　ケア会議(青山荘15：00～　参加：慶長SGM)

・2/16(火)からの勤務表が出ていますので、各自スケジュール登録を忘れずに行うこと。

・通所利用者様にインフルエンザ罹患者あり。現在八戸保健所管内で「インフルエンザ注意報」が発令されている為、来所時の他に検温の回数を増やし、利用者様の体調確認を行っていくこととする。

※追加時間⇒(デイケア：帰宅前)(デイナイトケア：14:00)(ナイトケア：帰宅前)
・第4回昇格試験を申込の方は、希望日を2/8(月)17:00までに慶長SGMまで伝えること。

＜利用者様情報＞

・小泉　晋哉様～本日、母様より架電あり、インフルエンザ罹患し来週いっぱい休むと連絡がある。状況確認すると、昨日の朝の体温39.1℃、関節痛ある為病院受診し、インフルエンザＡ型と診断されたとのこと。通所利用日は、月･火･木曜日を利用の方であり、今週は月曜日に利用し、火曜日は私用で欠席している。次回の来所時には体調確認を行っていく。

・土佐　将志様～｢希望するところじゃない所だけど見学してくる｣と話し、明日就労施設に見学することをスタッフに伝えている。本人から｢青山荘で就労を勧めるのが、早く出て行けと聞こえる｣と訴えが聞かれ、本日問診時にも同様の訴えがあったと情報提供ある。担当医より、関係部署で情報共有し関わっていくよう、また、病院PSWと青山スタッフとで協力し進めていくよう指示がある。施設見学後には状況を確認し、また、不満等の訴えがある際には傾聴していく。

・倉橋　生子様～昨日、嗄声・咳嗽聞かれ7：30体温37.0℃あり、デイナイトケア欠席している。日中の体温は、12:00　36.9℃　15:30　37.7℃の発熱見られ、鹿内内科医院を受診。受診時の体温37.5℃、胸部レントゲン検査、採血施行。インフルエンザ検査は陰性。クラリシッド錠200㎎、カロナール錠200mg、朝夕食後1T×5日分、アズノールうがい液が処方となっている。青風荘では、一日を通して多弁さ見られており、スタッフの話を遮って喋ったり、次々と話題を変えたりする事や、スタッフの助言・指導に一度反発する様子が見られていたとのこと。食事はいずれも全量摂取と情報提供ある。本日は発熱ないも、他の症状継続して見られることから、デイナイトケアは欠席となっている。青風荘と情報共有し、来所時には体調を確認していく。
・稲垣　ふき様～昨日、いとう整形外科受診し、前回と同様に膝・腰に電気療法実施。ヒアルロン･腰痛の注射･筋肉注射･採血･骨密度検査施行。ラロキシフェン塩酸塩錠60ｍｇ×56錠（朝）、カロナール錠200㎎×112錠（朝・夕）ロキソプロフェンＮＡテープ14枚、ロキソプロフェンＮＡゲル1％50ｇ×2本処方されている。次回受診3/30(水)予定。

・津嶋イチ子様～昨日、松尾歯科受診し右下奥歯治療完了したとのこと。次回は左奥歯治療予定。次回受診は、2/10(水)10:30予定。本日のデイナイトケアでは、昼食は全量摂取しており、違和感や痛みの訴えは聞かれない。今後も様子観察していく。

・八木橋牧雄様～昨日来所時のバイタル測定にて体温36.6℃、血圧164/108mmHgであり、体調を確認。前日聞かれていた鼻閉の訴えはなく、不調は特にないとのこと。その後時間が経過しても、体温と血圧の数値に大きな変化はない。不調の訴えは聞かれず定時まで落ち着いて過ごしている。今後もバイタルと体調を確認していく。
＜外来情報＞

・前野　義勝様～先日、処方薬を1包なくしてしまったことを報告している。本日、15日分の処方としている。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（赤石　陽介様）
実施日：H27年2月4日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長・馬場・川井

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	赤石　陽介
	性別
	男
	年齢
	34
	生年月日
	S56.9.30

	主病名
	統合失調症
	合併症
	頚椎後縦靱帯骨化症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人交流技能の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	生活を安定させて、後々仕事を目指したい

	入院歴
	計24回当院12回（最終：H27年10月16日～H28年1月12日）

	通所歴
	4回目

今回：H28年1月18日～現在　　（週3回/月、水、木曜日）

	その他サービス利用
	青山荘

	住居：両親と同居
	家族構成

父、母、姉（岩手県在住）

保護者：母

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	
	他　自立支援医療受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	確実な服薬をし、病状管理を行いながら生活を維持する。
	①飲酒をせずに、確実な服薬を行う。
	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。
	①飲酒をせず、デイケアへの通所を継続する。飲酒時には報告できるようになる。来所時本人の体調を確認し、服薬状況、飲酒の有無を確認していく。飲酒に関する報告があった際には飲んでしまった経緯を確認し、連続飲酒にならない様対処法を検討していく。

	
	②不安、不満を解消できるようになる
	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	②不安、不満を感じた時すぐ相談する。本人から相談があった際には状況を確認し、適切な対処法を本人と検討していく。来所時には不安、不満の有無を確認し、早期解消を図っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。
	・飲酒はしている。(1日おき。酎ハイ2本程)
・飲酒は、離脱症状があるから、なくすために飲んでいると話す。
・以前より、飲酒量と飲酒の頻度は減っている。
・服薬はしており、問診時注射をしている。
	現在、体験利用中で継続して来所出来ている。明日のケア会議後には今後について正式利用を検討していく。参加プログラム等を話し合っていく予定。

	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	・不安不満については、頚の検査気にすることがあった。検査を受け、安心する事が出来ている。
・来所時は、スタッフと交流しながら過ごしており、プログラムにはスタッフに確認しながら参加している。
・暫く胃の痛みを訴えていたが、昨日担当医に伝え胃薬が処方となっている。
・特定男性利用者様へ視線を向け、気にする場面が見られる。トラブル注意。
	今後も不安解消のために、担当医やスタッフに相談するよう伝えていく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	確実な服薬をし、病状管理を行いながら生活を維持する。
	①飲酒をせずに、確実な服薬を行う。
	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。
	①飲酒をせず、デイケアへの通所を継続する。飲酒時には報告できるようになる。来所時本人の体調を確認し、服薬状況、飲酒の有無を確認していく。飲酒に関する報告があった際には飲んでしまった経緯を確認し、連続飲酒にならない様対処法を検討していく。

	
	②不安、不満を解消できるようになる
	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	②不安、不満を感じた時すぐ相談する。本人から相談があった際には状況を確認し、適切な対処法を本人と検討していく。来所時には不安、不満の有無を確認し、早期解消を図っていく。


